
おおずニュース

奉
仕
の
心
で
地
域
を
守
る

～
平
成
25
年
大
洲
市
消
防
出
初
式
～

　

平
成
25
年
大
洲
市
消
防
出
初
式
が
３

月
３
日︵
日
︶、
大
洲
市
若
宮
・
五
郎
大

橋
上
流
の
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
式
に
は
市
内
各
地
域
の
団

員
や
来
賓
者
を
含
め
、
約
１
３
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
殉
職
消
防
職
団
員
に
対
す

る
黙
と
う
が
さ
さ
げ
ら
れ
た
後
、
各
分

団
に
よ
る
日
頃
の
訓
練
の
成
果
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
披
露
で
は
、
肱
南
・
新
谷
分
団

に
よ
る
ポ
ン
プ
車
操
法
、
柳
沢
・
三
善
・

粟
津
・
長
浜
・
岩
谷
・
女
性
の
各
分
団

に
よ
る
小
型
ポ
ン
プ
操
法
・
軽
可
搬
ポ

ン
プ
操
法
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
俊
敏

な
操
作
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
菅
田
・
出
海
分
団
に
よ
る
小

隊
訓
練
が
披
露
さ
れ
、
統
制
の
と
れ
た

一
糸
乱
れ
ぬ
団
員
の
動
き
に
、
会
場
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

出
初
式
に
出
席
し
た
清
水
市
長
は
、

日
々
の
防
災
に
対
す
る
取
り
組
み
に
謝

意
を
示
す
と
と
も
に
﹁
消
防
と
は
、
あ

ら
ゆ
る
災
害
か
ら
住
民
の
安
心
と
安
全

を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。
市
で
は
、

今
年
度
中
に
新
た
な
地
域
防
災
計
画
を

策
定
す
る
。
ま
た
、
引
き
続
き
防
災
行

政
無
線
の
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い
き
た

い
。
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、
安
全
で
安

心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
﹂と
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ

た
人
や
、
長
年
に
わ
た
り
消
防
活
動
の

推
進
に
尽
力
し
た
団
員
な
ど
約
３
１
０

人
に
、
表
彰
状
や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

大洲市消防団女性分団
　分団長　白石　朱

あけ

美
み

さん

　私はもともと消防団の活動に興味を持っていて、夫が消防団員と
いうことが入団のきっかけとなりました。
　現在、大洲市消防団女性分団は１部（大洲地域）、２部（長浜地域）、
３部（肱川・河辺地域）で構成されていて、総勢28人の団員がそれ
ぞれの地域で訓練を行っています。
　女性消防団員の主な職務は、後方支援活動です。直接消火活動は
行いませんが、日頃から男性団員と同様の訓練を行うなど、体力面・
精神面を鍛えています。
　私たちは全員、「応急手当普及員」という資格を持っていて、夏に
はＡＥＤや心肺蘇生法の普及のため、救命救急士とともに各学校や
施設、企業などを訪問します。講習を通じて感じることは、男性よ
りも女性の方が、人に教える能力や伝える力に長けているという点
です。
　消火活動などのハードな面では男性が中心となり、その任に当た
りますが、防火広報に伴う戸別訪問などのソフト面では、私たち女
性が主役となり、積極的な周知に取り組んでいます。男性と女性が
持つそれぞれの長所を、災害や救命の現場などで発揮することがで
きれば、より多くの尊い命を救える機会が増えると信じています。
　私たちは、長谷川祐

ゆう
子
こ
氏著の「火災や災害から子供を守るアメリ

カの知恵」を教材に、幼い頃から遊びの中で防災力を養うことの重
要さを学びました。今後、子どもたちに、幼い頃から危機管理意識
を持ってもらえるように、保育士さんなどと一緒に指導に当たりた
いと考えています。

女性だからこそ
　できることがある

　そう力強く答えるのは、
現在、大洲市消防団女性分
団の分団長を務める白石朱
美さん。
　普段あまり知られていな
い女性消防団員の活動につ
いて、伺いました。
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おおずニュース
　

今
回
の
出
初
式
で
、
表
彰
さ
れ
た
み

な
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

︵
敬
称
略
・
一
部
省
略
︶

  

消
防
庁
長
官
表
彰

○
永
年
勤
続
功
労
章
（
３
人
）

本
部
副
団
長 
福
本　

定
葊

本
部
副
団
長 
矢
野　

正
祥

岩
谷
分
団
団
員 
冨
永　

幸
男

  

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

○
功
績
章
（
１
人
）

本
部
副
団
長 

久
保　

博
德

○
精
績
章
（
４
人
）

本
部
副
団
長 

村
上　

正
春

南
久
米
分
団
分
団
長 

岩
田　

清
一

喜
多
灘
分
団
分
団
長 

中
野　

邦
彦

予
子
林
分
団
分
団
長 

井
脇　

忠
志

○
勤
続
章
（
19
人
）

肱
南
分
団
副
分
団
長 

白
石　

卓
也

肱
南
分
団
部
長 

神
田　

敏
雄

肱
南
分
団
班
長 

山
下
金
之
丞

肱
北
分
団
分
団
長 

渡
部　

和
久

平
野
分
団
副
分
団
長 

宮
﨑　

宗
延

平
野
分
団
団
員 

堺　
　

幸
久

平
野
分
団
部
長 

佐
々
木　

健

大
川
分
団
団
員 

石
神　

久
光

柳
沢
分
団
部
長 

上
浅　

勝
弘

柳
沢
分
団
班
長 

久
保
川
深
水

新
谷
分
団
部
長 

祖
母
井
良
明

長
浜
分
団
部
長 

淺
井
三
月
生

喜
多
灘
分
団
分
団
長 

中
野　

邦
彦

櫛
生
分
団
団
員 

田
中　

雅
登

岩
谷
分
団
団
員 

冨
永　

公
德

岩
谷
分
団
団
員 

和
氣　

栄
一

岩
谷
分
団
団
員 

和
氣　

哲
弘

岩
谷
分
団
団
員 

和
氣　

智
仁

河
辺
分
団
団
員 

本
門　

智
壽

  

愛
媛
県
知
事
表
彰

○
功
労
章
（
10
人
）

平
野
分
団
副
分
団
長 

宮
﨑　

宗
延

大
川
分
団
分
団
長 

新
山　

勝
久

三
善
分
団
分
団
長 

中
野　

純
一

上
須
戒
分
団
分
団
長 

山
本　

方
宣

櫛
生
分
団
分
団
長 

坂
東　
　

晃

大
和
分
団
分
団
長 

日
野　

修
次

中
央
分
団
分
団
長 

冨
永　

秀
昭

大
谷
分
団
分
団
長 

丸
川　

浩
一

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合

消
防
司
令
長 

成
見
一
二
三

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合

消
防
司
令 
髙
岡　

利
典

  

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

○
功
績
章
（
６
人
）

柳
沢
分
団
分
団
長 

増
岡　
　

学

新
谷
分
団
分
団
長 

松
田　
　

忠

粟
津
分
団
分
団
長 

芳
我
亀
代
士

長
浜
分
団
分
団
長 

鎌
田　

清
仁

喜
多
灘
分
団
分
団
長 

中
野　

邦
彦

予
子
林
分
団
分
団
長 

井
脇　

忠
志

○
勤
続
章
（
20
年
以
上　

３
人
）

南
久
米
分
団
団
員 

上
野　

靖
幸

大
川
分
団
団
員 

寄
町　
　

学

三
善
分
団
団
員 

深
部　

勝
春

○
勤
続
章
（
15
年
以
上　

19
人
）

肱
南
分
団
部
長 

柴
田　
　

茂

肱
北
分
団
部
長 

村
田　

秀
雄

平
野
分
団
班
長 

谷
口　

富
昭

南
久
米
分
団
副
分
団
長 

吉
月　
　

剛

菅
田
分
団
班
長 

中
嶋　

浩
嗣

大
川
分
団
部
長 

石
岡　

泰
幸

柳
沢
分
団
団
員 

塚
本　

喜
市

新
谷
分
団
団
員 

林
田　

陽
一

三
善
分
団
部
長 

樋
田　

昭
浩

粟
津
分
団
副
分
団
長 

楠
野　

明
男

上
須
戒
分
団
団
員 

宮
尾　
　

勇

櫛
生
分
団
班
長 

小
森　
　

孝

大
和
分
団
班
長 

山
本　

錦
一

白
滝
分
団
団
員 

久
保　

典
夫

白
滝
分
団
団
員 

大
野　

武
雄

正
山
分
団
団
員 

坂　
　

弘
務

正
山
分
団
部
長 

藤
原　

優
勝

予
子
林
分
団
団
員 

清
水　
　

修

河
辺
分
団
団
員 

井
上　

元
一

○
勤
続
章

（
10
年
以
上
～
15
年
未
満　

30
人
）

肱
南
分
団
団
員 

松
田　
　

信

肱
南
分
団
団
員 

島
田　

定
幸

肱
北
分
団
班
長 

吉
岡　

恵
一

肱
北
分
団
班
長 

西
山　

誠
治

平
野
分
団
団
員 

崎
野　

光
一

南
久
米
分
団
班
長 

納
庄　

達
也

菅
田
分
団
班
長 

守
野　

吉
治

菅
田
分
団
団
員 

長
岡　

明
德

大
川
分
団
団
員 

山
下　

誠
二

柳
沢
分
団
団
員 

松
田　

友
和

新
谷
分
団
団
員 

池
田　

祐
二

新
谷
分
団
班
長 
祖
母
井　

章

三
善
分
団
団
員 
清
水　

浩
一

粟
津
分
団
団
員 
大
塚　

佳
照

粟
津
分
団
団
員 

須
内　

憲
一

上
須
戒
分
団
団
員 

滝
野　

彰
一

長
浜
分
団
部
長 

大
谷　

周
稔

長
浜
分
団
部
長 

大
塚　

和
利

櫛
生
分
団
班
長 

坂
東　

國
保

出
海
分
団
部
長 

畑
中　

智
一

大
和
分
団
班
長 

木
下　

健
次

大
和
分
団
班
長 

荒
木　
　

徹

白
滝
分
団
班
長 

岡
田　

忠
治

中
央
分
団
団
員 

村
田　
　

学

中
央
分
団
団
員 

桑
原　

健
司

大
谷
分
団
団
員 

森　
　

英
勝

大
谷
分
団
団
員 

兵
頭　
　

徹

河
辺
分
団
団
員 

藤
田　

豊
樹

河
辺
分
団
団
員 

松
下　

義
之

女
性
分
団
分
団
長 

白
石　

朱
美

○
家
族
内
助
の
功
労
章
（
１
人
）

本
部
副
団
長

矢
野　

正
祥
夫
人 

矢
野　

貴
子

○
優
良
団
体
表
彰
（
２
団
体
）

粟
津
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

会　

長 

大
本
イ
ヨ
子

大
和
地
区
自
主
防
災
組
織

会　

長 

藤
岡　

秋
雄

  

夫
婦
消
防
団
員
表
彰
（
１
組
）

  

親
子
消
防
団
員
表
彰
（
１
組
）

  

大
洲
市
長
表
彰
（
62
人
）  

 
   

大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

○
規
律
章
（
32
人
）、
勤
続
章
（
47
人
）

   

大
洲
市
消
防
団
長
表
彰
（
68
人
）
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おおずニュース

肱
川
地
域
小
学
校
統
合
合
意
書
調
印
式

正
山
小
・
大
谷
小
・
予
子
林
小
と
中
野
小
が
統
合　
　
　

大
洲
市
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
協
定
締
結
式

　

肱
川
地
域
小
学
校
の
統
合
合
意
書
調

印
式
が
２
月
11
日︵
月
︶、
肱
川
公
民
館

で
行
わ
れ
、
関
係
者
約
70
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
開
会
に
あ
た
り
清
水
市
長
は
、

閉
校
と
な
る
小
学
校
区
の
決
断
に
謝
意

を
示
す
と
と
も
に
、﹁
閉
校
と
な
る
正

山
・
大
谷
・
予
子
林
の
３
つ
の
小
学
校

は
、
約
１
４
０
年
の
歴
史
を
持
つ
学
校

で
あ
り
、
地
域
の
中
心
的
な
施
設
で
あ

る
。
今
後
は
、
地
域
に
活
力
を
与
え
る

施
設
と
な
る
よ
う
、
み
な
さ
ん
と
考
え

支
援
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
受
け
入

れ
先
で
あ
る
中
野
小
に
つ
い
て
も
統
合

後
、名
称
が
変
更
さ
れ
、肱
川
小
と
な
る
。

歴
史
の
重
さ
を
検
証
す
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
、
市
と
し
て
も
で
き
る
限
り
応

え
て
い
き
た
い
﹂
と
述
べ
ま
し
た
。

　

調
印
式
で
は
、
清
水
市
長
、
兵
頭
教
育

委
員
会
委
員
長
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
区
の
統

廃
合
検
討
委
員
会
の
代
表
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
が
統
合
合
意
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

　

署
名
後
、
正
山
地
区
小
学
校
統
廃
合

に
関
す
る
検
討
委
員
会
の
沖
浦
賢け

ん

嗣し

会

長
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
、﹁
閉
校
を
実

感
し
、
思
い
が
胸
に
つ
か
え
て
言
葉
に

な
ら
な
い
。
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
子

ど
も
た
ち
は
大
勢
の
中
で
教
育
を
受
け

る
方
が
良
い
と
の
結
論
に
な
り
、
閉
校

は
苦
渋
の
決
断
だ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち

が
、
新
し
い
学
校
で
の
び
の
び
と
過
ご

す
こ
と
に
期
待
し
て
い
る
。
明
る
く
元

気
な
子
ど
も
に
育
っ
て
ほ
し
い
﹂
と
述

　

大
洲
市
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
関
す
る
協
定
の
締
結
式
が
２
月
20

日︵
水
︶、大
洲
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
近
隣
住
民
と
の
付
き

合
い
が
希
薄
化
し
、
高
齢
者
の
﹁
孤
立

死
﹂
や
﹁
孤
独
死
﹂
が
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
行
政
と
民

間
事
業
者
、
地
域
の
連
携
に
よ
り
、
高

齢
者
を
見
守
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
協
定
の
趣
旨
に
賛
同
す

る
市
内
14
事
業
所
の
う
ち
、
出
席
し
た

４
事
業
所
と
清
水
市
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ

協
定
書
に
署
名
を
行
い
ま
し
た
。

　

署
名
後
、
清
水
市
長
は
協
定
の
締
結

に
対
す
る
謝
辞
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

﹁
核
家
族
化
や
高
齢
者
世
帯
が
増
加
し

て
い
る
現
在
、
日
常
の
中
で
高
齢
者
の

生
活
を
見
守
り
、
情
報
を
共
有
で
き
れ

ば
、
素
早
い
対
応
が
可
能
と
な
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
支
え
合
い
が
で
き

る
地
域
づ
く
り
を
、
事
業
所
の
み
な
さ

ん
と
一
緒
に
目
指
し
て
い
き
た
い
﹂
と

話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
業
所
を
代
表
し
て
生
活
協

同
組
合
コ
ー
プ
え
ひ
め
の
松
本
等ひ
と
し理
事

長
は
﹁
今
回
の
協
定
は
高
齢
者
に
対
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
が
で
き
る
点
で
、
と
て
も

意
義
が
あ
る
。
14
の
事
業
所
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
持
ち
味
が
あ
り
、
特
性
を
生
か

す
こ
と
で
命
を
守
っ
て
い
き
た
い
﹂
と

今
後
の
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
締
結
後
直
ち
に
運
用

さ
れ
、
高
齢
者
の
安
全
を
見
守
っ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
受
け
入
れ
先
と
な
る
中
野
小

学
校
区
統
廃
合
検
討
委
員
会
の
松
尾
國く

に

和か
ず

委
員
長
は
、﹁
統
合
に
よ
り
名
称
が

肱
川
小
と
な
り
、
中
野
小
と
い
う
校
名

が
な
く
な
る
の
は
忍
び
難
い
。
子
ど
も

た
ち
の
将
来
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
苦

渋
の
選
択
だ
っ
た
。
今
後
は
、
統
合
に

向
け
て
み
な
さ
ん
の
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
た
い
。
統
合
し
て
本
当
に
良
か
っ

た
と
思
え
る
よ
う
な
小
学
校
に
し
た

い
﹂
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
印
に
よ
り
、
正
山
小
・
大

谷
小
・
予
子
林
小
は
、
平
成
26
年
４
月

に
中
野
小
と
統
合
し
、
校
名
は
肱
川
小

に
な
り
ま
す
。
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おおずニュース

「
水
郷
の
数
寄
屋　

臥
龍
山
荘
」
が

愛
媛
出
版
文
化
賞
を
受
賞

平
成
24
年
度
大
洲
市
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会

　

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
２
０
１
１

年
５
月
に
臥
龍
山
荘
が
フ
ラ
ン
ス
で
発

売
さ
れ
た
﹁
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン

ガ
イ
ド
・
ジ
ャ
ポ
ン
改
訂
第
２
版
﹂
に

１
つ
星
の
評
価
で
掲
載
さ
れ
た
こ
と
を

機
に
、
出
版
を
企
画
し
た
も
の
で
、
新

谷
出
身
の
貿
易
商
の
河
内
寅と

ら

次じ

郎ろ
う

氏
が

市
内
随
一
の
景
勝
地
﹁
臥
龍
淵
﹂
に
建

て
た
﹁
臥
龍
山
荘
﹂
を
解
説
し
た
も
の

で
す
。

　

第
28
回
愛
媛
出
版
文
化
賞
の
第
４
部

門
賞
の
審
査
で
は
、
大
洲
地
方
の
歴
史

や
文
化
を
振
り
返
り
、
大
洲
の
良
さ
を

再
発
見
す
る
こ
と
に
役
立
つ
も
の
で
あ

る
こ
と
、
今
後
の
地
域
文
化
の
向
上
や

観
光
振
興
に
大
い
に
貢
献
で
き
る
意
義

深
い
著
作
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

市
か
ら
﹁
臥
龍
山
荘
を
徹
底
的
に
解

説
で
き
る
も
の
﹂
と
い
う
依
頼
を
受
け

て
取
材
・
執
筆
し
た
中
村
英え

利り

子こ

さ
ん

が
、
河
内
寅
次
郎
氏
の
成
功
の
歴
史
を

ひ
も
解
き
、
肱
川
に
せ
り
だ
し
た
大
胆

な
懸
け
造
り
の
不
老
庵
や
、
千
家
十
職

に
よ
る
床
く
ぎ
や
ふ
す
ま
の
引
手
な

ど
、
細
部
に
こ
だ
わ
っ
た
意
匠
の
解
説

を
し
て
い
ま
す
。

　

中
村
さ
ん
は
、
今
回
の
取
材
・
執
筆

を
通
し
て
、
臥
龍
山
荘
に
つ
い
て
﹁
あ

の
時
代
で
な
い
と
建
築
で
き
な
か
っ
た

　

平
成
24
年
度
大
洲
市
人
権
・
同
和
教

育
研
究
大
会
が
２
月
15
日︵
金
︶、
国
立

大
洲
青
少
年
交
流
の
家
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

約
３
０
０
人
が
参
加
し
た
こ
の
研
究

大
会
は
、﹁
差
別
の
現
実
か
ら
深
く
学

ぶ
﹂
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
、
市
内
各

地
の
教
育
実
践
の
交
流
を
通
し
て
、
今

後
の
人
権
・
同
和
教
育
の
推
進
と
差
別

解
消
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

午
前
中
は
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育

を
組
み
合
わ
せ
た
５
つ
の
分
科
会
に
分

か
れ
て
、
10
本
の
実
践
報
告
を
基
に
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各

分
科
会
に
参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
、
発

表
さ
れ
る
実
践
報
告
に
、
真
剣
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

奇
跡
の
建
築
物
。
奇
跡
的
だ
け
ど
、
突

然
で
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
深
く
大
洲

と
結
び
つ
い
て
い
る
﹂
と
話
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

大
洲
市
の
宝
で
あ
る
﹁
臥
龍
山
荘
﹂

に
市
民
の
み
な
さ
ん
に
も
足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
、
明
治
の
粋
・
美
意
識
を
体

現
し
た
空
間
の
魅
力
を
体
感
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

【
本
の
価
格
】　

１
５
０
０
円

【
販
売
場
所
】

▽
市
内
の
観
光
施
設

▽
県
内
明
屋
書
店
︵
取
り
寄
せ
可
能
︶

▽
ネ
ッ
ト
販
売
︵A

m
azon.co.jp

︶

▽
電
子
書
籍

　

午
後
か
ら
の
全
体
会
で
は
、
奥
田

均ひ
と
し

氏
を
講
師
に
迎
え
﹁
差
別
の
カ
ラ

ク
リ
を
考
え
る
﹂
と
題
し
た
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
﹁
差
別
を
す
る
基
準
は
外
か
ら
や
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
。
自
分
の
中
に
あ

る
基
準
と
、
部
落
問
題
へ
の
理
解
が
自

分
を
律
し
始
め
る
﹂
と
話
さ
れ
、
忌き

避ひ

意
識
の
克
服
に
、
発
想
の
転
換
が
必
要

で
あ
る
と
力
あ
ふ
れ
る
語
り
で
訴
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

大
洲
市
で
は
、﹁
大
洲
市
人
権
尊
重

の
ま
ち
づ
く
り
条
例
﹂
を
制
定
し
て
い

て
、
今
後
も
、
人
権
を
尊
重
す
る
社
会

や
そ
の
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
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